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白十字訪問看護ステーション開設からの経緯 

• 1980年に市ヶ谷で佐藤智医師が始められたライフケアシス
テムでの「在宅ケア」の精神を受け継ぎ、訪問看護ステーショ
ン制度発足の１９９２年の12月に、医療法人春峰会立「白十字
訪問看護ステーション」として活動開始しました。 

• 2001年医療法人解散に伴い、有限会社設立。同じ市ヶ谷の
地で、地域の皆様の信頼に応えるべく、活動を継続してきて
います。（2006年新会社法にて株式会社に商号変更） 

• 2007年8月東久留米にも東久留米白十字訪問看護ステー
ションを開設しました。 

• 利用者と家族と医療者が、共有する場で作り上げるのが「在
宅ケア」であり、訪問看護師は患者（利用者）サイドに立った
調整役でもあるというのが当初からの考え方です。 

• 2011年7月 戸山ハイツに「暮らしの保健室」開設 
• 2015年9月 坂町ミモザの家（看護小規模多機能）開設予定 
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白十字訪問看護ステーション(市ヶ谷）の概要 
（2015年４月現在） 

 １ヶ月平均の利用者数 180～190名（訪問看護） 

             60～65名（居宅介護支援） 

 １ヶ月平均の延べ訪問件数  950～1100件 

 スタッフ数 

  訪問看護師 20名（うち暮らしの保健室 専従３名）   

    常勤 11名  非常勤 9名 

  PT（理学療法士） 非常勤１名 

  ＯＴ（作業療法士） 非常勤１名  

  社会福祉士（介護支援専門員） 常勤２名 

  受け持ち看護師を中心に2～３人でチームを組んで、 

  訪問看護を提供する。  

 平成26年（平成26年１月～12月）在宅看取り人数 30名 

 機能強化型訪問看護管理療養費（Ⅰ）を算定 

 東京都福祉保健局「東京都訪問看護教育ステーション事業」指定 

 

 



訪問看護の実践の中で考える 
生活を支える視点での看護の介入 

殆ど在宅 たま～に入院 
を支えられる訪問看護の役割 

医療・介護・予防の一体的提供が 
実現するには？ 

重装備化しない高齢者の 
看取り方の普及を、生活の場で！ 

 
 



 
重装備にせずに終末期を支援



 



「暮らしの保健室」開設のきっかけ 

• 訪問看護の実践の中で、もっと気軽に相談が出
来る場所が地域の中にあったらと言う思いが強
くなった 

• 団地の空き店舗を安く貸してくれる人が現れた 

• 前々からマギーセンターのような相談支援の場
所を地域の中に造りたいという夢の実現 

• 在宅医療推進をめざし、そのため殊に連携推進
の目的で、厚生労働省が平成２３年度から始め
た在宅医療連携拠点のモデルに選ばれた 

 



暮 ら し の 保 健 室 



暮らしの保健室2011年７月1日オープン 

メインルームにはテーブルを配置予定 



マギーズ エジンバラの内部 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ maggie’s tokyo project  ・・・・・・・・・・・・・・・・・   

HP：http://maggiestokyo.org 

Facebook：https://www.facebook.com/maggiestokyo 

Mail：info@maggiestokyo.org 

Twitter：@maggiestokyo 

2015．4 NPO法人認可 
新豊洲に建設予定地内定し実現化に向けて 
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暮らしの保健室内部 

相談風景 

時には子ど
もたちも・・・ 



団地で暮らし続けるためには？ 



団地で暮らし続けるためには？ 

車椅子を両側で支えるのが困難な階段 

１階の住宅でも、すでに階
段５段あり外出時に困難 



団地で暮らし続けるためには？ 

ベランダの段差・踏み外しての転倒 

ベランダへのアプローチが
急な傾斜の段差・幅が狭い 



７０～７５未満の間に・・・ 

• 住居について考える時期の限界点 

• 引越しも含めてアドバイザーがいるのでは？ 

• 住み替えの手続きが煩雑で、かつ、何度も足を
運ばなくてはならない 

• 障害状態や要介護になってからでは、かなり難
しい 

 

• 団地内に健康も含め生活全般の相談機関を！
（地域包括支援センターの役割との連動も） 



相談事例で増えてきているもの 
• 障害児が障害者になり高齢化し、さらに高齢化した
家族の努力も限界 

• 突然に放り出される自己決定支援が必要な生きづ
らさを抱える人々（セイフティネットの網からこぼれる） 

 誰が家族単位で捉えてサポートするのか？ 

• 認知症初期の高齢者単身地域で支える仕組みの
強化には、支え手を育てないと・・・インフォーマル
サポートの育成・行政の支援・当事者の参加 

• がん患者の相談の増加、病院の中では表現できな
い悩みの受け皿の必要性⇒ 

                    マギーズセンター日本第1号を東京に 

 



困難を抱えた人を地縁の中で看取る 
～血縁を超えた新たな地縁の結び方 

■医療と介護の連携のための 
「暮らしの保健室 ケース勉強会」より 

月１回開催  



予防に力点を置く医療と介護の連携 

• 高齢者ことに後期高齢者の中で80歳を超え
る人々の生活ニーズは、医療的なニーズも合
わせて、予測を持って見通すことが必要 

  （新宿区では85歳以上になると6割が要介護） 

• 医療・介護ニーズを重度化させないための予
防は「生活を支える視点をもった」医療者の
早めの介入が必要 ⇒ システムの工夫 

• 東京都のがん医療は他県からのニーズにも
対応 ⇒ 予防から看取りまでの継続性が？ 



都心での働き手の確保 

• 福祉先進都市東京を実現させるために、福
祉人材の確保は重要課題 

• 働き手は他県から通勤 

• 都心に住みながら通える職場環境は出来な
いか？  保育の充実は必須！ 

• 都営住宅の空き家の調査及び活用の工夫で、
若い福祉人材の確保にも好影響を期待 

• 都心部の空き家の活用で、小規模多機能施
設などの推進を！ 



 

坂町 

ミモザの
家 



10年以上の歳月をか

けて、訪問看護と、訪
問介護が関わらせて頂
いたご家庭。仕事を辞
めずに、お母さん、お
ばさんを最期までみと
られたご家族を支えた
その家を、看護小規模
多機能型の施設へと
改築(実際は新築）した
経過を振り返ってみる。 

 

現行制度の狭間に落
ちる様々な規制などを
どうしたら良いのか？ 



住み続けて良かったと思える東京に 

• 予防に力点を置きつつ、生活している場所での
看取りまで担える都市。 

• 在宅医療の充実で、地域差はあるが逆にaiging 
in placeを実現出来始めたところはある。 

• 住んでいてよかった東京、語り継げる看とりの物
語。大病院での死に方とは違った人情味あふれ
る看取り方を、福祉先進都市として実現すること
はもうすぐ来る多死の時代の先進事例となる。
（一人暮らしでも支えられる地域に） 



元気な高齢者の生きがいづくり 
  につながる  

   地域ボランティアの育成と活用 




